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地域の安心・安全  のために

消
防
団
の
現
状
は

　町議会は、12 月 7 日、消防団幹部の方々と懇談
をしました。地域の安心安全のために、日々、ご
尽力いただいている消防団の活動などについてお
聞きしました。

　
現
在
、
全
団
員
２
１
５
名
（
内
支
援
団
員
17
名
）
で
あ
る
。

団
員
は
、
町
外
勤
務
、
町
外
居
住
（
実
家
が
広
川
の
方
）
が
多

い
が
、
火
災
時
に
は
昼
間
、
夜
間
と
も
50
名
程
度
が
出
動
し
て

い
る
。

　消防団は、春、秋の訓練で、災害時の対応についても学

んでおり、その中で、団員同士の連携、信頼も生まれてい

る。また、地元の様子、地元の方の様子などに熟知している。

災害時には、一番に現場に出動し初期消火、水害状況の把

握などを行い、災害後の片付けまで行う。地域になくては

ならない存在である。

　一方、大切なことは、消防団の安全であると考える。夜

間の活動や危険を伴う活動には十分注意し、安全第一で行

動して欲しい。

原　和敏 団長
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地域の安心・安全  のために消防団
と

懇 談

懇
談
の
中
で
出
た

　
　
課
題
は
ど
う
す
る

町
や
消
防
団
の
取
組
み
は

団
員
確
保
に
対
す
る
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

町
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
の
周
知
、
イ
ベ
ン

ト
時
の
団
員
募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
や
行
政
区
長

と
と
も
に
加
入
依
頼
等
を
行
い
、
団
員
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

分
団
の
再
編
成
が
必
要
な
時
期
で
は
な
い
か
。

現
在
消
防
団
が
置
か
れ
て
い
る
実
情
を
踏
ま
え
、

分
団
及
び
部
の
区
域
・
部
員
数
に
つ
い
て
協
議
を

進
め
て
い
る
。

消
火
用
水
利
〈
消
火
栓
〉
の
見
直
し
配
置
と
設
置

が
必
要
で
は
。

こ
れ
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
た
防
火
水
槽
に
加
え
、

周
辺
の
消
防
水
利
の
状
況
を
考
慮
し
上
水
道
施

設
を
活
用
し
た
消
火
施
設
を
、
行
政
区
と
協
議
を

行
い
設
置
し
て
い
る
。〈
防
火
水
槽
公
設
１
１
８

基
・
私
設
78
基
・
消
火
栓
２
５
９
箇
所
〉

QQ Q AAA
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自分の地元だからこ
そ、取り組めることが
あり、解決につなげる
事ができる。

仲間と活動することによ
り、大変さは、楽しみに
変わっている。

消防、防災に
ついて意識が
高まる。

考え方、コミュニケー
ション力も向上し、職
場でも生かせる。

地域愛も深まり、取組
みに自信を持てる。

団員同士の連携
が災害現場で生
きてくる。

消
防
団
員
の
声

消
防
団
員
の
声

　　  

～
消
防
団
で
地
域
貢
献
～

～
消
防
団
で
地
域
貢
献
～



広川町消防団
組織図

　消防組織法に基づいて各自治体に設置されている機関。本業を別に持つ一般市民で構成さ
れる非常勤地方公務員にあたる。
　消防士は消防・救急・救助を専門に行う「常勤地方公務員」です。
　要するに普段は自分の仕事をしながら、災害時に町の安全を守る身近なHEROです。

団　　長

副 団 長 （２名）

（６名）

（１～６）
町を６区に
分けています

本　　部

本部司令
（副分団長級）

分　　団

分 団 長

副分団長

部　　長

１分団（３～５部）
２分団（６～10部）
３分団（11～ 13部）
４分団（17～ 19部）
５分団（20～ 23部）
６分団（14～ 16、
　　　　24、25部）

班　　長

団　　員

部長
１部 　　　
２部（女性）

班長

団員

支援団員
（機能別団員）
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そ 消そ 団 ても 防も っ ？

全団員訓練

広川町幼年消防クラブ
防火・防災ポスター

広川町幼年消防クラブ
防火・防災ポスター

斗和保育園　つつみ おとは さん

斗和保育園　えさき りょう さん



主な活動

消防署から一言

消火活動 救助活動

日常活動

水防活動

防火・防災活動

・火災時の消火
・周辺住民の避難誘導や
安否確認
・水利の確認や確保

・被災者の救助
・避難所の運営
・道路整理

・定期的な訓練や研修の
実施
・地域での防災訓練の実
施・指導
・消防車、道具、消火栓
等の点検

・豪雨時の応急的な堤防
補強・土のう積み
・高齢者の避難支援及び
安否確認

・消防出初式
・夜警
・防災フェア
　（イベント・啓発等で防
災への注意喚起を行う）

　消防団のみなさんは災害
時において孤立地域、水利
位置、山林内部等、地元の
情報に通じている方々です。
　署内だけでは対応できな
い人員や範囲をカバーして
いただく、地域になくては
ならない方々と組織です。
　日頃の取り組みと協力に、
心からの感謝しかありませ
ん。

※消防団員になるには
　　一般的に18歳以上の健康な人で、その地域に居住・
通勤・通学している人。女性もＯＫ。
　　詳しくはお住まいの区長さん、町役場企画課まで。
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消 て団
し る ？

防
何

っ
て の

水防訓練（土のう作り）

出初式
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第
４
回
定
例
会

　
12
月
4
日
（
木
）
か
ら
11
日
（
木
）
ま
で
。
第
4
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
広
川
町
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
条
例
を
制
定
し
た
。

　
保
護
者
の
就
労
要
件
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
子
ど
も

の
育
ち
を
応
援
す
る
制
度

　
令
和
８
年
４
月
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

対 

象 

児　
０
歳
６
か
月
～
満
３
歳
未
満
の
未
就
園
児

利
用
時
間　
上
限
10
時
間
／
月

利
用
料
金　
３
０
０
円
／
１
時
間　
別
途
副
食
費
あ
り

※
詳
し
く
は
、
広
報
３
月
号　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

予
定

　
広
川
町
教
育
施
設
建
設
委
員
会
設
置

条
例
を
制
定
し
た
。

構
成　
15
名
以
内

　
こ
の
委
員
会
で
は
、課
題
を
把
握
し
、

基
本
構
想
、
基
本
計
画
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
、
策
定
す
る
。
進
捗
管
理
を
行

い
、
随
時
報
告
す
る
。

　

上
広
川
小
学
校
建
設
に
向
け
て
は
、

７
年
度
末
ま
で
に
、
第
１
回
建
設
委
員

会
開
催
予
定

構
成
委
員　
区
長
会　
学
校
長

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ　
教
育
委
員

　
　
　
　
　
町
議
会
の
代
表
等

　
現
行
計
画
は
、
制
定
後
20
年
以
上
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
土
地

改
良
事
業
の
完
了
、
国
県
町
道
の
新
設
、
改
良
な
ど
に
よ
り
土
地
利
用

状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
見
直
す
も
の
で
あ
る
。

　
見
直
し
後
の
農
用
地
面
積
は
６
３
４
・
５
ha
で
あ
る
。
20
年
前
に
比

べ
３
５
６
・
８
ha
減
っ
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
19
年
か
ら
実
施
し
て
き
た
が
、
諸
経
費
の
軽
減

や
品
質
の
担
保
が
で
き
て
な
い
。
ま
た
、
財
政
規
模
の
大
き
な
行
政
区

に
有
利
と
な
る
こ
と
か
ら
公
平
性
に
欠
け
る
と
判
断
し
中
止
す
る
。
た

だ
し
、
地
元
直
接
施
工
の
材
料
費
に
つ
い
て
は
、
上
限
な
ど
を
定
め
補

助
す
る
。

　
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
登
校
し
な
い
、
登
校
し
た
く
て
も
で
き
な
い

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
、
相
談
・
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

令
和
８
年
４
月
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ
ん
わ
り
」
を
開
設
す
る
。

設
置
場
所　
　
　
　
　
は
な
や
ぎ
の
里　
2
階

開
設
日
・
開
設
時
間　
月
～
金　
午
前
10
時
～
15
時　

　
相
談
は
、
開
設
時
間
に
限
ら
ず
、
要
望
に
対
応
し
、
自
宅
な
ど
に
訪

問
す
る
こ
と
も
可
能

セ
ン
タ
ー
人
員　
　
セ
ン
タ
ー
長
、
支
援
員　
補
助
員

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
常
駐

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

上
広
川
小
学
校

　
　
移
転
に
向
け
て

現
状
に
合
わ
せ
て
、農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し

地
元
施
行
補
助
金
交
付
事
業
変
更

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
名
「
ふ
ん
わ
り
」
に
決
定
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各議案の賛否は
（○賛成　●反対）

議長は採決に加わりません。

下
田
め
ぐ
み

辻　
　
満
晴

藤
島　
玄
稔

梶
原　
一
美

竹
下　
英
治

山
下　
　
茂

丸
山　
幸
弘

栗
原　
福
裕

江
藤
美
代
子

水
落　
龍
彦

池
尻　
浩
一

野
田　
成
幸

会
議
の
結
果

条例制定

広川町教育施設建設委員会設置条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
広川町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
広川町情報通信技術を活用した行政の推進に関する
条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条例改正
広川町職員の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決広川町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関す
る条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認定 町道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
締結 長延逆瀬谷線道路災害復旧工事に係る変更契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

補正予算

一般会計補正予算 (第 4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決
国民健康保険特別会計補正予算 (第 3号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
防災ダム管理特別会計補正予算 (第 2号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道事業会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
下水道事業会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 公平委員会委員の選任に対する同意（藤島弘義） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意教育委員会委員の任命に対する同意（貞苅えり子） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
発議 地域医療提供体制の維持・確保のための診療報酬改

定等を求める意見書の提出 ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ● 否決

※各議案名については簡略化しています。議決結果はホームページに記載しています。

（山下議員）国民負担の増加、町の財政負
担の増加であり反対する。

（竹下議員）病院等経営悪化の第一の要因
は外来患者の減少であり、単なる診療報酬
の話ではない。公立病院問題を抱える立場
でこの意見書提出は無責任である。

（山下議員）診療報酬を上げると患者負担が増え、町の支出も増えるがどう考えるか。	
（江藤議員）現状では、まず、病院を存続させることが大切である。	
（竹下議員）本意見書の文章は、民主医療機関連合会が作ったものである。これを広川町議会
の意見書とするのか。

（江藤議員）事前に当団体に話を聞き、提出している。また、当団体から議長宛に、意見書提
出の要望が来ている。

（梶原議員）人件費、薬価、設備費などの
高騰に比べ、診療報酬はマイナス改定が続
いている。診療報酬を上げ、地域医療を守
るべきである。

（池尻議員）診療報酬の詳細は今後検討され
る。安心安全なくらしのためにアクションが
必要である。国に意見を上げるべきである。

反対意見 賛成意見討

質

発

論

議

議

診療報酬引き上げを求める意見書　否決

　地域の医療提供体制を維持・確保するため、国に対して診療報酬の引き上げ等を求める意見
書の提出が提案
　　　提案者　江藤　　　賛成者　梶原　池尻　藤島　辻　下田
提案理由（江藤）
　全国の病院の 7割以上が赤字経営であり、物価や人件費の高騰に診療報酬が追いついていな
い。医療機関の収入はほぼ診療報酬で決まる。医療機関の経営維持並びに住民が安心して医療
を受けられる権利を守るために、診療報酬の引き上げが不可欠である。
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№ 質 問 者 質問事項
1 下田めぐみ 1. ボランティアの現状を踏まえ、今後の町の方向性

2 竹下 英治
1.2025大阪・関西万博「地方創生 SDGs フェス」
への出展

2. 機関誌、報道新聞等の購入状況

3 辻 満晴
1. 農業継続のための対策
2. 今後の防犯カメラの設置

4 江藤美代子
1. 広川町中央公民館
2. こども誰でも通園制度
3. 広川町の農業

5 藤島 玄稔

1. 豊かな町づくりの為の施策
2. 広報活動や啓発活動
3. 人権啓発活動
4．教職員の不祥事防止に向けた取組み

6 池尻 浩一
1. 観光への取組み
2. 鳥獣害対策

7 水落 龍彦 1. 多文化共生推進計画の進捗状況と課題
8 梶原 一美 1. 主任児童委員の定数欠

　一般質問は、議員が一般
事務に対し、その執行状況
や将来の方針、政策、提言
や行政課題等を執行者に直
接質すものです。
　YouTube で録画配信をし
ています。ぜひ、ご視聴く
ださい。

一 般
質 問

町政を問う！ 一般質問

議会傍聴してみませんか

YouTubeでも配信しています

　広川町議会は、役場４階の議場で、直接、議会の様子を傍聴すること
ができます。会議開催中は、自由に出入りできます。
　議会の日程、各議員の一般質問の内容一覧など、ホームページで見ることができます。
　あなたも、一度、覗いてみませんか。
傍聴席は、あなたのおいでを待っています。

①まず受付をします。

②奥へ進みます。

③入り口のドアがあります。

④ようこそ、傍聴席へ！
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町政を問う！ 一般質問

　

マ
ッ
チ
ン
グ
型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

　
　
　
ポ
イ
ン
ト
制
導
入
は

社
会
福
祉
協
議
会
と

協
議
を
重
ね
検
討
し
て
い
く

答

下田めぐみ下田めぐみ 議員 議員

下
田　
65
歳
以
上
が
30
％

を
超
え
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
強
化
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
含
む
人
材
確

保
・
育
成
は
必
要
不
可
欠

だ
。
人
材
不
足
に
な
り
人

を
探
し
て
も
遅
い
。
将
来

の
た
め
に
準
備
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
だ
。
今
後
の

取
り
組
み
方
に
つ
い
て
問

う
。

町
長　
多
様
な
主
体
か
ら

の
声
も
聴
収
し
、
現
場
の

ニ
ー
ズ
や
課
題
を
把
握
す

る
仕
組
み
を
確
保
し
て
い

る
。
登
録
者
の
技
能
や
希

望
分
野
の
内
容
を
集
約

し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機

能
の
運
用
強
化
を
進
め
て

行
く
。

下
田　
隙
間
時
間
で
も
参

加
出
来
る
、
マ
ッ
チ
ン
グ

型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
を

提
案
す
る
。
登
録
強
化
は

も
ち
ろ
ん
、
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
の
募
集
や
マ
ッ
チ
ン

グ
が
必
要
。
善
意
だ
け
に

頼
ら
ず
不
可
欠
な
場
合

は
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
導
入
す
る
自
治
体
も
多

い
。
ポ
イ
ン
ト
制
な
ど
の

検
討
は
。

町
長　
マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
が
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
タ

イ
ム
を
久
泉
で
テ
ス
ト
と

し
て
実
行
す
る
。
問
題
点

や
困
り
ご
と
の
ニ
ー
ズ
を

調
査
し
、
政
策
提
案
し
て

い
き
た
い
。
有
償
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
は
社
会
福
祉

協
議
会
が
立
ち
上
げ
て
い

る
。ポ
イ
ン
ト
制
度
な
ど
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議

を
重
ね
検
討
し
て
い
く
。

▲

川瀬区
　いきいき会

江藤美代子江藤美代子 議員 議員

機
関
誌
等
の
購
入
見
直
し
を

見
直
し
結
果
は

極
力
お
知
ら
せ
す
る

竹下　英治竹下　英治 議員 議員

答竹
下　

役
場
及
び
図
書

館
、
学
校
で
の
機
関
誌
、

報
道
新
聞
等
の
購
入
状
況

を
伺
う
。

町
長　
役
場
職
員
の
専
門

知
識
向
上
等
の
た
め
、
機

関
誌
12
誌
、
報
道
新
聞
5

紙
を
購
入
。

教
育
長　
事
務
局
で
教
育

行
政
の
動
向
把
握
等
の
た

め
教
育
新
聞
等
を
、
図
書

館
で
利
用
者
閲
覧
の
た
め

新
聞
5
紙
を
、
ま
た
小
中

学
校
で
は
教
職
員
の
社
会

情
勢
、
専
門
情
報
収
集
等

の
た
め
各
種
機
関
誌
、
及

び
児
童
生
徒
の
学
習
用
資

料
と
し
て
こ
ど
も
新
聞
等

を
購
入
。

竹
下　
県
内
を
含
み
一
部

の
自
治
体
で
は
公
金
を

使
っ
て
、
機
関
誌
を
購
入

し
て
い
る
。
広
川
町
に
そ

れ
は
な
い
が
、
他
の
機
関

誌
、
報
道
新
聞
等
に
つ
い

て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
社
是
が

あ
り
、
ま
た
そ
の
編
集
長

や
部
長
ク
ラ
ス
に
は
政
治

経
済
外
交
防
衛
に
係
る
政

治
的
理
念
が
あ
る
。
役
場

等
で
購
入
中
の
機
関
誌
や

報
道
新
聞
等
の
な
か
に

は
、
そ
の
購
入
開
始
時
期

が
不
明
な
も
の
、
今
後
の

購
入
継
続
の
是
非
が
未
検

討
な
も
の
も
多
い
。
令
和

8
年
度
予
算
編
成
に
当
た

り
、
公
平
・
中
立
を
旨
と

し
た
そ
れ
ら
機
関
誌
等
購

入
の
見
直
し
を
提
案
す

る
。

町
長　
見
な
お
し
結
果
を

で
き
る
限
り
知
ら
せ
る
。

教
育
長　
引
き
続
き
努
力

す
る
。

▲

各種新聞
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地
域
計
画
周
知
の
進
捗
状
況
と

　
　
新
規
就
農
者
へ
の
新
た
な
対
策
は

代
表
者
へ
の
説
明
の
み
に
と
ど
ま
り
、
新
規
就

農
者
へ
の
対
策
は
ソ
フ
ト
面
を
充
実
し
て
い
る

辻　
令
和
7
年
度
の
担
い

手
へ
の
農
地
集
積
の
面
積

と
集
積
率
は
。

町
長　
集
積
面
積
４
８
３

ha
、
集
積
率
71
・
２
％
で

あ
る
。

辻　
今
年
3
月
に
作
成
し

た
「
地
域
計
画
」
に
は
地

図
上
に
10
年
後
の
耕
作
者

や
、
今
後
土
地
の
売
却
や

賃
貸
希
望
も
落
と
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在

ま
で
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　
現
時
点
は
現
状
地

図
で
あ
り
、
今
後
見
直
し

を
進
め
て
い
く
。「
地
域

計
画
」
の
周
知
は
農
業
委

員
会
や
農
政
区
長
会
等
で

は
行
っ
て
い
る
が
、
耕
作

者
ま
で
の
説
明
は
で
き
て

い
な
い
。

辻　
八
女
市
で
は
、
新
規

就
農
者
に
対
し
市
独
自
で

１
０
０
万
円
の
最
長
3
年

助
成
し
、
８
年
間
で
延
べ

１
７
８
名
の
支
給
を
行
い
、

新
規
就
農
へ
確
保
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

町
長　
財
源
確
保
が
重
要

で
あ
る
。
広
川
町
の
新
規

就
農
者
が
少
な
い
要
因
を

調
査
す
る
。

辻　
広
川
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
継
続
し
て

い
く
た
め
の
話
し
合
い
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
長　
私
も
そ
の
よ
う
な

場
で
広
川
町
の
農
業
の
未

来
を
語
り
あ
う
場
が
あ
れ

ば
い
い
と
思
う
。

そ
の
他

　
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
つ

い
て
の
質
問
し
、
既
存
の

設
置
状
況
を
踏
ま
え
、
効

率
的.

・
効
果
的
な
手
法

を
慎
重
に
検
討
し
て
い
く

と
の
回
答
を
得
た
。

江藤美代子江藤美代子 議員 議員辻　　満晴辻　　満晴 議員 議員

答

広
川
の
農
業
を
守
り
、

　
　
　
発
展
さ
せ
る
政
策
を

就
農
者
に
切
れ
目
な
く

支
援
を
行
う

江藤美代子江藤美代子 議員 議員

答江
藤　

広
川
町
の
農
業

は
、
基
幹
産
業
と
し
て
町

の
暮
ら
し
経
済
を
支
え
て

き
た
。
そ
の
実
態
と
推
移

は
ど
の
よ
う
か
。
課
題
は

何
か
。

町
長　
農
家
戸
数
３
６
９
、

就
業
人
数
９
５
９
人
、
平

均
年
齢
は
66
・
９
歳
。
減

少
傾
向
で
あ
る
。課
題
は
、

高
齢
化
と
後
継
者
不
足
、

労
働
力
の
安
定
確
保
が
難

し
い
こ
と
と
考
え
る
。

江
藤　
新
規
就
農
者
に
、

空
き
ハ
ウ
ス
の
活
用
を
勧

め
た
り
、
町
と
し
て
助
成

し
た
り
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長　
空
き
ハ
ウ
ス
の
活

用
は
Ｊ
Ａ
と
も
連
携
し
、

情
報
周
知
に
努
め
て
い
る
。

江
藤　
「
朝
３
時
か
ら
作

業
を
す
る
」「
人
を
雇
っ

た
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン

タ
ー
に
依
頼
し
た
り
す
る

と
、経
費
が
大
き
い
」「
今

の
状
態
で
は
、
子
ど
も
に

農
業
を
継
い
で
く
れ
と
は

い
え
な
い
」
な
ど
切
実
な

声
が
あ
る
。
農
家
の
方
の

努
力
だ
け
に
頼
っ
て
い
て

は
広
川
の
農
業
は
守
れ
な

い
。
現
在
の
働
き
方
、
所

得
で
は
農
業
は
衰
退
の
一

途
を
た
ど
る
。
対
策
を
求

め
る
。

町
長　
担
い
手
の
育
成
が

重
要
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
や
県

と
も
連
携
し
て
、
研
修
や

就
農
直
後
か
ら
定
着
ま
で

切
れ
目
な
い
支
援
行
う
。

▲作業中の　いちごハウス

▲認定農業者研修会

そ
の
他

　
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

子
育
て
世
代
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
行
う
と
の
答
弁

を
得
た
。
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梶原　一美梶原　一美 議員 議員

鳥
獣
害
対
策
の
課
題
は

後
継
者
育
成
が
大
事

池尻　浩一池尻　浩一 議員 議員

答池
尻　
イ
ノ
シ
ン
等
に
よ

る
鳥
獣
被
害
が
町
の
広
範

囲
に
広
が
っ
て
い
る
。
被

害
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

町
長　
令
和
６
年
度
は
捕

獲
数
４
１
３
頭
、
農
地
で

62
ア
ー
ル
、
金
額
で
４
１

４
万
円
。
７
年
度
は
減
少

傾
向
に
あ
る
。

池
尻　
以
前
、
狩
猟
免
許

の
取
得
や
更
新
時
の
費
用

負
担
を
お
願
い
し
た
が
、

そ
の
後
の
状
況
は
ど
う

か
。

町
長　
狩
猟
者
の
育
成
確

保
を
目
的
に
、
予
備
講
習

会
や
継
続
保
険
代
、
更
新

費
用
に
対
し
補
助
し
て
お

り
、
令
和
６
年
度
の
継
続

者
２
０
名
、
新
規
取
得
者

２
名
に
補
助
を
行
っ
た
。

池
尻　
捕
獲
後
の
処
理
に

も
か
な
り
の
労
力
が
必

要
。
そ
こ
ま
で
出
来
る
人

材
は
少
な
い
と
聞
く
。
周

辺
自
治
体
で
は
捕
獲
に
対

し
て
報
償
金
を
出
し
て
い

る
所
も
あ
る
。
費
用
効
果

も
十
分
に
値
す
る
と
思
う

が
後
継
者
育
成
を
含
め

て
、町
の
考
え
は
ど
う
か
。

町
長　
毎
年
の
捕
獲
量
に

増
減
も
あ
り
、
具
体
的
内

容
に
つ
い
て
は
八
女
猟
友

会
と
協
議
し
て
い
く
。

そ
の
他

　

観
光
推
進
に
お
い
て
、

イ
チ
ョ
ウ
め
ぐ
り
の
今
後

を
質
問
。
観
光
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
地
権
者
支
援
に
も

協
議
し
て
い
く
と
の
答
弁

で
あ
っ
た
。

▲

いのしし被害対策用
　箱わな

江藤美代子江藤美代子 議員 議員

豊
か
な
町
づ
く
り
の
た
め
の
施
策
は

藤島　玄稔藤島　玄稔 議員 議員

藤
島　
都
市
計
画
課
の
新

設
を
尋
ね
る
。

町
長　
国
道
３
号
バ
イ
パ

ス
事
業
や
大
型
重
要
案
件

が
本
格
的
に
動
き
始
め
る

見
込
み
で
、
事
務
量
増
大

に
対
応
す
る
た
め
。

藤
島　
産
業
課
の
改
編
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

町
長　
農
業
土
木
係
を
事

業
部
門
で
あ
る
建
設
課
へ

移
管
し
、
農
業
、
商
工
業

の
ソ
フ
ト
施
策
を
中
心
に

産
業
発
展
を
促
進
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
農
政
係
と

商
工
観
光
係
が
連
携
を
深

め
、
農
業
生
産
、
経
営
支

援
、
観
光
振
興
、
商
工
業

の
創
出
育
成
を
推
進
出
来

る
よ
う
に
な
る
。

藤
島　
建
設
課
の
改
編
は

ど
う
か
。

町
長　
土
木
係
と
農
業
土

木
係
を
集
約
し
、
土
木
技

術
職
員
の
連
携
協
力
体
制

を
強
化
し
、
人
材
育
成
を

効
率
的
に
進
め
る
。

藤
島　
国
道
３
号
広
川
八

女
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
は
ど

う
か
。

町
長　
令
和
５
年
度
に
国

土
交
通
省
が
予
算
化
、
令

和
６
年
度
か
ら
本

格
的
に
調
査
・
測

量
設
計
を
進
め
、

令
和
７
年
度
に
は

主
要
区
詳
細
設
計

業
務
、
物
件
調
査

に
着
手
、
令
和
８

年
か
ら
は
用
地
買

収
に
着
手
す
る
と

聞
い
て
い
る
。

組
織
の
変
更
に
よ
り
進
め
る

答

そ
の
他

　

人
権
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
、

よ
り
一
層
の
取
組
み
。
教

職
員
の
不
祥
事
防
止
へ
の

取
組
み
を
尋
ね
た
。▲広川インターチェンジより

八女市山間部方面を望む
（掲載許可　国土交通省福岡国道事務所）
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水落　龍彦水落　龍彦 議員 議員

広
川
町
の
多
文
化
共
生
推
進
計
画
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
２
０
２
６
年
か
ら
の
方
向
性
は

専
門
的
な
知
見
を
持
つ
主
任
児
童
員
を
設
け
て

定
数
欠
を
解
消
し
、
児
童
福
祉
の
充
実
を
！

企
業
、地
域
、行
政
が
よ
り
一
層
繋
が
り
を
深
め
多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

専
門
性
を
持
つ
人
材
が
い
な
い
か

情
報
収
集
を
継
続
す
る

梶原　一美梶原　一美 議員 議員

答

答

水
落　
外
国
人
の
推
移
は

ど
う
か
。

町
長　
現
在
５
４
３
人
、

こ
こ
１
０
年
間
で
３
・
４

倍
に
な
っ
て
い
る
。

水
落　
今
ま
で
の
取
り
組

み
の
課
題
は
ど
う
か
。

町
長　
言
葉
の
壁
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
・
地
域
で
の
孤
立
や
ト

ラ
ブ
ル
が
懸
念
さ
れ
る

水
落　
交
流
活
動
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

町
長　
地
域
の
祭
り
や
防

災
訓
練
へ
の
参
加
、
イ
ベ

ン
ト
等
で
の
交
流
、
ま
な

び
道
場
、
町
事
業
の
参
加

が
ふ
え
て
き
た
。

水
落　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
等
の
人
材
確
保
は
ど

う
か
。

梶
原　
主
任
児
童
員
の
職

務
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る

か
。

町
長　
学
校
、
家
庭
、
地

域
の
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
児
童
の
健

全
育
成
と
安
全
を
守
る
重

要
な
職
務
で
あ
る
。

梶
原　
近
年
の
主
任
児
童

員
の
配
置
状
況
は
。

町
長　
定
数
３
名
に
対
し

１
名
の
配
置
で
、
定
数
を

下
回
る
状
況
が
続
い
て
い

る
。

梶
原　
定
数
割
れ
が
続
い

て
い
る
原
因
は
何
か
。

町
長　
募
集
任
用
の
難
し

さ
と
、
職
務
負
担
の
大
き

さ
・
複
雑
性
の
２
点
が
考

え
ら
れ
る
。

梶
原　
定
数
割
れ
で
職
務

町
長　
今
後
の
多
文
化
共

生
推
進
計
画
の
検
討
を
は

じ
め
る
中
で
、
材
料
の
ひ

と
つ
に
な
る
と
考
え
る
。

の
遂
行
に
不
都
合
は
な

か
っ
た
の
か
。

町
長　
個
々
の
ケ
ー
ス
へ

の
迅
速
な
対
応
や
複
数
機

関
と
の
連
携
会
議
の
運

営
、
継
続
的
な
支
援
に
お

い
て
現
場
で
の
負
担
感
が

増
し
て
い
る
。

梶
原　
主
任
児
童
員
は
専

門
的
な
知
見
を
持
つ
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

町
長　
今
後
、
主
任
児
童

員
に
は
専
門
的
な
知
識
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
で
も
検
討
さ

れ
て
お
り
、
今
後
も
情
報

収
集
に
努
め
る
。加
え
て
、

業
務
負
担
の
軽
減
と
運
用

の
効
率
化
を
図
る
。

　

　

▲交流イベント

▲

登校中の
　見守り



委員会活動レポート委員会活動レポート

議会運営
委員会

厚生文教
常任委員会

Ｄ
Ｘ
で
拓
く

　
　
「
開
か
れ
た
議
会
」
へ

太
陽
光
発
電
、条
例
で

「
乱
開
発
」に
歯
止
め

　

議
会
運
営
委
員
会
で
は
10
月
23
日
、

議
会
改
革
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
に
つ
い

て
大
木
町
議
会
を
視
察
し
た
。

　

大
木
町
で
は
無
投
票
が
２
年
続
い
て

い
る
。
当
町
に
と
っ
て
も
他
人
事
で
は

な
く
町
民
の
皆
様
に
関
心
を
持
た
れ
る

「
開
か
れ
た
議
会
」
の
構
築
は
、
広
川
町

議
会
に
と
っ
て
も
喫
緊
の
課
題
だ
。

　

広
川
町
議
会
で
は
、
長
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
「
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｄ
Ｘ
）」

を
進
め
る
。
令
和
８
年
度
は
試
行
期
間

と
し
、
９
年
度
の
本
格
実
施
を
目
指
す
。

最
大
の
特
徴
は
、
小
中
学
校
の
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
で
使
い
終
え
た

Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
（
ク
ロ
ー
ム

ブ
ッ
ク
）
を
再
利
用
す
る
点
だ
。

　

当
初
、
専
用
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
は

年
間
約
90
万
円
の
維
持
費
と
、
約
６
０

０
万
円
の
端
末
購
入
費
が
見
込
ま
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
中
古
端
末
の
活
用
と

汎
用
ソ
フ
ト
「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｗ
ｏ
ｒ

　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
は
10
月
31
日
、
太
陽
光
発
電
事

業
の
適
正
化
を
目
的
と
し
て
熊
本
県
菊
池
市
を
視
察
し
た
。

厳
格
な
審
査
に
よ
る
抑
止
効
果

　
極
め
て
細
密
な
審
査
手
続
き
を
義
務
付
け
て
い
る
。
こ

の
「
時
間
と
手
間
を
要
す
る
プ
ロ
セ
ス
」
が
、
安
易
な
開

発
を
も
く
ろ
む
事
業
者
に
対
す
る
強
い
抑
止
力
と
な
っ
て

い
る
。

住
民
理
解
の
徹
底
と
ト
ラ
ブ
ル
防
止

　
事
業
者
に
は
住
民
説
明
会
の
資
料
や
名
簿
な
ど
の
提
出

を
義
務
付
け
、
地
域
と
の
合
意
形
成
を
可
視
化
さ
せ
て
い

る
。
条
例
制
定
後
に
実
施
さ
れ
た
7
件
の
事
業
に
お
い
て
、

住
民
か
ら
の
苦
情
は
現
在
ま
で
一
件
も
寄
せ
ら
れ
て
い
な

い
。

今
後
の
課
題

　
今
後
は
、
将
来
的
な
パ
ネ
ル
の
放
置
・
廃
棄
対
策
が
重

要
と
な
る
。
新
規
開
発
へ
の
規
制
の
み
な
ら
ず
、
既
存
設

備
の
事
業
停
止
を
見
据
え
た
適
切
な
規
制
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
で
の
検
討
を
深
め
る
。

ｋ
ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
」
の
採
用
に
よ
り
、
端

末
代
を
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
、
年
間
コ
ス
ト
も

約
35
万
円
ま
で
抑
制
す
る
こ
と
で
き
る
。

　
今
後
は
単
な
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に

留
ま
ら
ず
、
生
成
Ａ
Ｉ
や
共
有
カ
レ
ン

ダ
ー
を
活
用
し
、
議
会
運
営
の
効
率
化

と
情
報
公
開
の
強
化
を
加
速
さ
せ
る
。

コ
ス
ト
を
抑
え
つ
つ
知
恵
を
絞
り
、
町

民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
効
率
的
な
議

会
づ
く
り
に
邁
進
す
る
。

【コスト比較まとめ】

項目 当初の
検討案 今回の採用案

端末代金 約600万円 0円

年間
システム料 約90万円 約35万円

主な機能 資料閲覧
のみ

閲覧・生成AI・
共有機能
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視察レポート　先進地に学ぶ
議会運営委員会 厚生文教常任委員会

日時：令和7年11月4日（火）～5日（水）
参加者：池尻　江藤　山下　丸山　光益　栗原

日時：令和７年11月17日（月）～ 19日（水）
参加者：丸山  江藤  水落  竹下  梶原  下田  光益

〇京都府久御山町議会
通年議会の取り組み 
ポイントはここ☟ 
・４月に一年間の議会のスケジュールを明確に
することで、議員はもちろん、執行部、職員も
含め、そのスケジュールに併せた提案等ができ
ている。
・ 4つの常任委員会を設置し、議案は委員会に付
託し、審査、調査を行い、本会議に臨んでいる。
・地域懇談会は 3校区単位を基本とし、PTA、
自治会などの要請により実施している。
 
〇京都府精華町

「ベストの議会でなく、よりよい議会」を目指して
ポイントはここ☟ 
・「通年議会」に取り組み、委員会では議員間
討議を行い議論を深めている。
・議員間討議のテーマは 1～ 2年かけ議論、調
査したテーマもある。報告を受け議論し、町
長への政策提言や議会決議に繋いでいる。
 
視察を終えて 
　通年議会の取り組みや、議員間討議など広川
町でもメリット・デメリット等十分検討し、今
回学習した「先ずやってみる」の精神でチャレ
ンジしたい。

〇島根県教育員会
個々のつまずきを把握し、授業改善を
ポイントはここ☟ 
・どの程度できたかを問う「学力テスト」に比べ、
どう理解しているか、なぜつまずくのかを問
う「たつじんテスト」によって授業改善、個
別支援に繋げている。
・ 6年度の試行を受け、7年度は島根県内の公
立小中学校で実施されている。

〇岡山県頼鉄工所
体育館の空調設備の導入は
ポイントはここ☟ 
・地下水（16℃前後）を利用した空調設備につ
いては、水と電気を使う仕様であり、環境面
に配慮したものである。
・当初は農業用のハウスに設置されていたもの
である。今後体育館等への設置に向け、コス
ト等十分考慮し、検討をしていく。

視察を終えて 
　広川町では現在「学力テスト」などを行い、
どの程度できているかの調査を行っている。し
かし、子どもたちの学力向上や教師の指導力向
上にどう生かしていくか明瞭でない。「たつじん
テスト」等も検討していくべきではないか。

広川町出身の丸山知事を表敬訪問
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視察レポート　先進地に学ぶ
議会広報調査特別委員会 総務産業常任委員会

日時：令和７年10月６日（月）～７日（火）
参加者：江藤　梶原　池尻　藤島　辻　下田

日時：令和７年10月20日（月）～ 22日（水）
参加者：山下　池尻　野田　栗原　藤島　辻　光益

〇岡山県美咲町議会
議員のなり手不足、若者の議会離れへの取り組み
ポイントはここ☟ 
・「出前議会」は住民が10人以上集まり開催要
望を行えば、曜日、時間帯問わずに現地に出
向き、行っている。
・メディアミックスと称し、様々な媒体により
議会の様子を発信している。目の不自由な方
へ声の議会だよりも届けている。
・子ども議会の実施や「議会アドバイザー」を
委嘱し活性化に取り組んでいる。

 
〇岡山県和気町議会
町民に関心をもたれる議会だよりを目指して 
ポイントはここ☟ 
・本会議での活発な議論がうかがえる紙面構成
となっている。
・一般質問の紙面は縦書き、横書きの組み合わ
せとなっている。原稿作成は紙面構成、レイ
アウト、担当者等を定型化し委員会の負担軽
減など工夫が伺える。
 
視察を終えて 
　議会活性化のために、様々な取り組みがなさ
れていた。議会だよりの充実は議会の活性化と
一体である。議会活性化に努め、住民の方に読ん
でいただける議会だより作成に取り組んでいく。

〇埼玉県越谷市議会
都市型農業に目をつけた「越谷いちごタウンの取り組み
ポイントはここ☟ 
・市で農地を借り入れ、整備しハウス建設を行い、
農家を育成し観光農園の基礎作りとなった。
・土地の整備等を市が行い、八女市の企業、ア
グリスが投資し、新たな観光農園を増設した。
 〇埼玉県松伏町議会
家庭用防犯カメラの設置に補助金
ポイントはここ☟ 
・安心・安全なまちづくりのため警察からの強
い要請もあって、家庭用の防犯カメラの設置
に対する助成を行っている。
・犯罪被害見舞金支給の条例制定に取組んでい
る。
 〇埼玉県北本市議会
市民が楽しむ政策
ポイントはここ☟ 
・庁舎前で実施したフリーマーケットが好評で
あったことに目をつけ、「マーケットの学校」
を開催し市民が自分たちで取り組むようなし
くみを作った。
・外に向けた取り組みでなく「北本ラブ」とな
るような人材を増やすよう、内向きの施策に
取り組んでいる。
 視察を終えて 
　農業においての企業の資金を利用しての取り
組み、防犯カメラ導入にあっての取り組み、「広
川町ラブ」住みたくなる町に向けた取り組みが
必要と感じた。
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公
立
八
女
総
合
病
院
企
業
団
議
会

平 
成 

６ 

年 

度 

の 

財 

務 

状 

況 

は

　
10
月
３
日
定
例
会
が
行
わ
れ
、
次
の
議
案
が
、
い
ず
れ
も
了
承
さ
れ
た
。
ま
た
、

公
立
八
女
総
合
病
院
企
業
団
監
査
委
員
の
監
査
報
告
が
あ
り
、
認
定
の
審
議
は
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
。

①
令
和
６
年
度
公
立
八
女
総
合
病
院
資
金
不
足
比
率
の
報
告

　
　
・
不
足
比
率
無
し

②
令
和
６
年
度
公
立
八
女
総
合
病
院
企
業
団
病
院
事
業
及
び
介
護
保
健
施
設
事
業
会

計
継
続
費
清
算
報
告
書
の
報
告

　
　

 

・
電
気
設
備
更
新
費
用
（
３
カ
年
計
画
内
３
年
目
）

③
令
和
６
年
度
公
立
八
女
総
合
病
院
企
業
団
病
院
事
業
及
び
介
護
保
健
施
設
事
業
会

計
補
正
予
算

　
　
・
八
女
筑
後
医
療
あ
り
方
検
討
協
議
会
に
係
る
業
務
支
援
費

④
令
和
６
年
度
公
立
八
女
総
合
病
院
企
業
団
事
業
及
び
介
護
保
健
施
設
事
業
会
計
決

算
の
認
定

　
　
・
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託

病
院
事
業
収
支　
　
　
公
立
八
女
総
合
病
院　
　
16
億
４
７
３
５
万
円
の
純
損
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
杜
病
院　
　
　
　
　
２
０
４
２
万
円
の
純
損
失

　
　
　
　
　
　
　
　
　
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
収
支　
３
２
９
万
円
の
純
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
団
全
体　
　
　
　
　
16
億
６
４
４
８
万
円
の
純
損
失

※
病
院
事
業
に
お
け
る
主
な
支
出

　
受
変
電
設
備
更
新　
　
２
億
２
５
０
０
万
円

　
医
事
シ
ス
テ
ム
更
新　
１
億
２
０
０
０
万
円

　
乳
房
撮
影
装
置
更
新　
　
　
３
６
０
０
万
円

※
短
期
的
財
務
状
況
指
標
の
う
ち
流
動
比
率

　
３
０
４
％

　

短
期
的
に
は
財
務
安
全
性
は
見
ら
れ
る
が
、

経
営
状
況
を
踏
ま
え
る
と
流
動
資
産
の
減
少
傾

向
か
ら
来
年
度
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
。

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
病
院
事
業
に
お
け
る

病
床
機
能
区
分
ご
と
の
入
院
収
益
の
状
況
、
診

療
科
別
収
入
状
況
、
病
床
の
利
用
状
況
、
近
隣

自
治
体
病
院
の
状
況
、
委
託
料
の
支
出
状
況
、

企
業
団
に
お
け
る
預
金
現
金
・
損
益
勘
定
留
保

資
金
の
状
況
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
経
営
改
善
は
急
務
で
あ
り
、
常
勤
医
師
確
保
の
取
組
や
周
辺
医
療
機

関
と
の
連
携
強
化
、
患
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
積
極
的
な
情
報
発
信
な
ど
の
収
入
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
と
費
用
削
減
徹
底
が
求
め
ら
れ
た
。　
ま
た
、
幹
部
職
員
の

み
な
ら
ず
全
職
員
が
危
機
意
識
を
共
有
し
職
員
一
丸
と
な
っ
て
経
営
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
が
強
く
要
望
さ
れ
た
。

　
　
　
　
◎　
議　
　
　
　
　
事

■
決
算
審
査
特
別
委
員
会
開
催
（
10
月
３
日
、
10
月
２
８
日
、
11
月
27
日
）

■
委
員
会
か
ら
の
要
望

　
　
　
　
◎　
監　
査　
報　
告
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新しい委員会構成が
決まりました。

　
　
梶
原　
一
美

栗
原　
福
裕

　
◎
山
下　
　
茂

丸
山　
幸
弘

　
○
辻　
　
満
晴

野
田　
成
幸

　
○
山
下　
　
茂

池
尻　
浩
一

　
◎
梶
原　
一
美

水
落　
龍
彦

　
　
江
藤
美
代
子

　
　
下
田
め
ぐ
み

栗
原　
福
裕

　
◎
丸
山　
幸
弘

藤
島　
玄
稔

　
○
辻　
　
満
晴

竹
下　
英
治

　
○
梶
原　
一
美

池
尻　
浩
一

　
◎
江
藤
美
代
子

丸
山　
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◎委員長
○副委員長

議会運営委員会

厚生文教常任委員会

総務産業常任委員会

議会広報調査特別委員会
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こ
れ
か
ら

政策議論を重ねた一般質問

開かれた議会へ！

広川町　議会だより

をむかえました
100号

町村合併

議会傍聴
傍聴案内 P ８参照

子育て支援

議論を重ね
合併しないと決定

学童保育所
医療費18歳まで無料化

You Tube 配信

懇談会開催懇談会開催

地域振興
地元公園の整備
地元施行補助
コミュニティ推進
地域担当職員

健康づくり

財政問題

特定健診受診
国保財政
マイナ保険証

公債費
基金運営
町有地活用

学校施設の充実
下広小学校建設
トイレの改善
少人数学級

道路整備
通学路整備
交差点整備
街路灯

農業支援
圃場整備
有害鳥獣対策
就労支援

産業振興
企業誘致
伝統産業振興 職員の資質向上

下水道計画
下水道計画の見直し
合併浄化槽補助
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こ
れ
ま
で

政策議論

開かれた議会へ！

　広川町議会は、2001年（平成 13年）5月 1日、
「ひろかわ議会だより」第1号を創刊しました。創
刊以来 25年間、議会の様子を伝え、住民のみな
さんの声、ねがいを届け続け、安心安全の町づく
りを目指してきました。
　今後も、みなさんとともに、「住みよい町づくり」
のため、力を尽くして参ります。

広報委員会の様子

広川町　議会だより

をむかえました
100

防災強化

高齢者福祉

河川改修
消防施設整備
防犯カメラ

ふれあいタクシー
移動店舗販売
サロンの充実
介護保険

住民の方に読まれる議会だよりに住民の方に読まれる議会だよりに

懇談会希望のグループ・団体は
議会事務局まで



議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
　
江
藤
美
代
子

副
委
員
長
　
　
梶
原
　
一
美

委
　
員
　
　
　
池
尻
　
浩
一

委
　
員
　
　
　
丸
山
　
幸
弘

委
　
員
　
　
　
辻
　
　
満
晴

委
　
員
　
　
　
下
田
め
ぐ
み

広
川
町
議
会
だ
よ
り
第
100
号

〒
834-0115　

福
岡

県
八

女
郡

広
川

町
新

代
1804-1

TEL 0943-32-0109（
議

会
事

務
局

）
●

 発
行

／
広

川
町

議
会

　
●

 編
集

／
議

会
広

報
調

査
特

別
委

員
会

●
 発

行
責

任
者

／
議

長
 光

益
良

洋
　

●
 印

刷
／

㈱
佐

賀
印

刷
社

次回の定例会予定次回の定例会予定
３月４日（水）～19日（木）
一般質問　３月４日（水）・５日（木）

議会傍聴に、おいでください。
※日程は変更になることがあります。
※各議員の質問項目は、ホームページに掲載します。

☎0943-32-0109　（議会事務局）

第１分団長 第２分団長

第３分団長

第５分団長 第６分団長

第４分団長

消防団との懇談を終えて消防団との懇談を終えて
分団長さんに感想を聞きました。

野中 正豪 さん 馬場 貴規 さん

山下 浩孝 さん

　江田 潤一 さん 野村 泰一 さん

弓削 孝儀 さん

　災害時には、まず、避難指示に従い、
速やかに避難して欲しい。

　分団長も代わるの
で、このような会は
続けて欲しい。

　この会は、現状を知ってもらう機会になり
よかった。住民の方にもっと、消防に興味を
持っていただきたい。

消防団の考えを共有でき、一緒に町の安心安
全そして未来を考えることができた。消防団
に入って仲間も増え、防災に対する意識が高
まった。

　分団長になり、消防
意識が高くなった。い
ろいろな方とも出会え、
つながりを感じる。今
回の懇談会は、意見を
出しやすく、一緒に考
える良い機会であった。

 消防団のあり方について意見交
換ができよかった。是非、消防団
に入って欲しい。


